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＠
台
風
に
怯
え
る
秋…

　

山
々
の
木
の
葉
も
色

づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
？

　

十
月
十
五
日
か
ら
、

「
第
一
八
五
回
臨
時
国

会
」
が
開
会
中
で
す
。

課
題
山
積
の
中
、
や
っ

と
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

衆
参
で
予
算
委
員
会
か
ら
、
分
野
ご
と
の

委
員
会
審
議
へ
。
皆
様
の
ご
疑
問
や
ご
要
望
、

ご
提
言
を
し
っ
か
り
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

衆
参
両
院
で
与
党
多
数
の
状
況
下
だ
か
ら

こ
そ
、
「
行
政
や
権
力
の
チ
ェ
ッ
ク
と
監
視
」

が
必
要
で
す
。
方
向
が
同
じ
な
ら
、
国
益
の

た
め
に
与
野
党
が
協
力
し
て
い
く
こ
と
も
当

然
で
す
。

　

「
キ
ラ
リ
！
」
と
光
る
、皆
様
の
「
共
感
」「
納

得
」
が
頂
け
る
国
会
論
戦
を
つ
く
っ
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

＠
経
験
を
教
訓
に
、
制
度
の
改
善
に
挑
む
！

　

九
月
、
滋
賀
県
は
、「
台
風
十
八
号
」
に

よ
る
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

想
定
外
の
雨
量
に
よ
り
、
山
が
崩
れ
、
川

が
溢
れ
、
琵
琶
湖
の
水
位
も
増
し
、
流
せ
ず
、

湖
岸
の
農
地
や
作
物
が
水
に
浸
か
っ
て
し
ま

い
ま
し
た…

。

　

ま
た
、「
台
風
二
十
六
号
」
が
伊
豆
大
島

な
ど
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の

上
、
二
十
七
号
、
二
十
八
号
も
。

　

現
在
、
関
係
者
の
懸
命
の
ご
努
力
が
傾
注

さ
れ
、
二
次
被
害
防
止
の
た
め
の
対
策
と
共

に
、
本
格
復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

○
「
気
象
庁
か
ら
の
警
報
」
の
自
治
体
（
島
）

や
住
民
へ
の
伝
達
方
は
？
○（
栗
東
市
が
適

用
さ
れ
な
い
）「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
」

の
適
用
条
件
緩
和
が
必
要
！
○「
信
楽
高
原

鉄
道
」
の
復
旧
支
援
策
を
！
○
天
ケ
瀬
ダ
ム

や
宇
治
川
へ
の
流
下
量
（
改
修
）
と
洗
堰
の

水
位
操
作
（
全
閉
操
作
）
の
関
係
は
？
○
日

野
川
の
改
修
事
業
は
促
進
す
べ
き
！

…

等
々
。

　

衆
議
院
「
災
害
対
策
特
別
委
員
会
」
理
事

と
し
て
、
現
地
視
察
、
政
府
要
望
、
国
会
質
問
、

制
度
改
善
検
討
な
ど
に
奔
走
し
て
い
ま
す
。

＠
復
興
財
源
の
た
め
の
法
人
税
は
減
税
？

　

社
会
保
障
の
充
実
の
メ
ニ
ュ
ー
が
な
い
！

　

高
校
無
償
化
に
所
得
制
限
？

　

労
働
の
規
制
緩
和
？

　

解
雇
が
容
易
に
？
有
期
雇
用
を
延
長
？

　

経
済
の
成
長
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
は
必

要
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
手
法
に
無
理
と
矛

盾
が
散
見
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　

「
今
だ
け
？
」
「
企
業
だ
け
？
」
「
人
へ
の

投
資
は
？
」
（
選
挙
の
結
果
で
す
か
ら
、
反

省
と
共
に
甘
受
も
い
た
し
ま
す
が…
）
政
治

の
関
心
が
、
政
策
の
優
先
順
位
が
、
予
算
の

三
日
月
大
造
総
支
部
長
か
ら
の
活
動
報
告
、
理
念
・
政
策
に
つ

い
て
の
熱
い
訴
え
で
す
。
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
！

通常号定価１部１００円（消費税込）　　　　　　　The Democratic Party of Japan 　　　　　　　　　年間購読料３０００円

重
点
化
が
大
き
く
変
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

＠「
定
数
削
減
」
「
国
会
改
革
」
に
も
挑
む
！

　

「
国
会
議
員
の
定
数
削
減
」
を
含
む
選
挙

制
度
改
革
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
民
主
党
の
再
三
の
呼
び
か
け
に
、

残
念
な
が
ら
、
与
党
は
未
だ
応
じ
ま
せ
ん…

。

　

最
高
裁
な
ど
が
指
摘
す
る
「
一
票
の
格
差
」

の
是
正
の
た
め
に
、
ま
た
、
社
会
保
障
の
た

め
と
は
い
え
、
消
費
増
税
を
求
め
る
前
に
、

「
身
を
切
る
改
革
」
を
断
行
す
る
べ
き
で
す
！

　

同
時
に
、
一
昔
前
の
国
会
や
米
国
議
会
の

よ
う
に
、
不
毛
な
対
立
や
日
程
闘
争
に
よ
り
、

法
律
が
成
立
せ
ず
、
予
算
の
執
行
が
止
ま
る

な
ど
、
国
民
生
活
を
犠
牲
に
し
、
国
益
を
損

な
う
事
態
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
与
野
党
の
垣
根
を
越
え
て
、
国
会

審
議
の
充
実
・
効
率
化
、
立
法
機
能
の
強
化
、

危
機
管
理
の
観
点
か
ら
「
国
会
改
革
」
の
た

め
の
協
議
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

い
た
ず
ら
に
長

時
間
総
理
大
臣
は

じ
め
閣
僚
を
国
会

に
縛
り
つ
け
る
の

で
は
な
く
、
同
時

に
、
国
権
の
最
高

機
関
で
あ
る
国
会

の
権
能
を
し
っ
か

り
と
保
ち
高
め
る

た
め
に…

。

　

良
識
を
結
集
し
、

結
果
を
残
せ
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

国土強靭化より、国民生活の強靭化が必要！

衆・本会議前の「代議士会」(10/15)

滋賀の災害復旧対策について
太田国交大臣に要望 (10/16)


